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報 告 事 項 が 、 ３ 件 ご ざ い ま す 。  

 

第 １ 件 目 の ７ 月 ２ ５ 日 及 び ８ 月 ２ ４ 日 に 開 催 さ れ た 東 京

都 市 長 会 関 係 の 主 な 審 議 内 容 を ご 報 告 申 し 上 げ ま す 。  

 

は じ め に 、 ７ 月 ２ ５ 日 に 開 催 さ れ た 平 成 ３ ０ 年 度 第 ３ 回

東 京 都 市 長 会 に つ い て で す 。  

ま ず 、 東 京 都 等 か ら の 連 絡 事 項 が ５ 件 あ り 、 主 な 連 絡 事

項 ３ 件 に つ い て 報 告 い た し ま す 。  

１ 件 目 は 、総 務 局 か ら「『 東 京 都 オ リ ン ピ ッ ク 憲 章 に う た

わ れ る 人 権 尊 重 の 理 念 実 現 の た め の 条 例（ 仮 称 ）』の 条 例 案

概 要 」 に つ い て 説 明 が あ り ま し た 。  

2 0 2 0 年 の 東 京 オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク の 開 催 都 市

と し て 、 人 権 尊 重 の 理 念 が よ り 一 層 社 会 に 浸 透 し て い く こ

と を 目 的 と し て 、 性 自 認 ・ 性 的 指 向 等 を 理 由 と す る 差 別 の

解 消 や 、 不 当 な 差 別 的 言 動 の 解 消 へ の 取 り 組 み 等 に つ い て

も 規 定 し た 条 例 を 都 議 会 に 提 出 す る 準 備 を 進 め て い る と の

こ と で し た 。  

２ 件 目 は 、 オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク 準 備 局 か ら の

連 絡 事 項 で す 。  

東 京 都 に お け る １ ５ 日 間 の 聖 火 リ レ ー 実 施 に 向 け た 各 種

計 画 の 検 討 、 準 備 、 実 施 を 行 う 「 東 京 都 聖 火 リ レ ー 実 行 委

員 会 」 を 設 置 し 、 ７ 月 １ ０ 日 に 第 １ 回 の 会 議 を 開 催 し た と

の こ と で し た 。  

な お 、 今 年 度 は 、 東 京 都 内 の 聖 火 リ レ ー ル ー ト 案 の 選 定

や 毎 日 実 施 す る セ レ ブ レ ー シ ョ ン （ 聖 火 到 着 式 ） 会 場 案 の

選 定 を 中 心 に 検 討 を 進 め る 予 定 と の こ と で し た 。  

３ 件 目 は 、 総 務 局 か ら 「 市 町 村 総 合 交 付 金 の 見 直 し 」 に
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つ い て 説 明 が あ り ま し た 。  

今 回 の 見 直 し は 、 交 付 金 の 算 定 方 法 を 簡 素 化 し 、 市 町 村

の 事 務 負 担 の 軽 減 を 図 る と と も に 、 市 町 村 が 主 体 的 に 充 当

先 を 判 断 で き る 仕 組 み を 導 入 す る こ と な ど を 視 点 と し て 、

検 討 が 進 め ら れ て き た も の で 、 最 終 案 が ま と ま っ た と の こ

と で し た 。  

主 な 見 直 し 内 容 は 、 従 来 の 振 興 支 援 割 の 支 援 体 系 を 再 整

理 す る と と も に 、 ま ち づ く り に 関 す る 支 援 に つ い て 算 定 方

法 を 簡 素 化 し た こ と な ど で 、 あ わ せ て 今 年 度 か ら 導 入 す る

「 政 策 連 携 枠 」 に つ い て も 、 一 定 の 考 え 方 を 整 理 し た と の

こ と で し た 。  

次 に 、議 案 審 議 事 項 と し て 、４ 件 の 審 議 が 行 わ れ ま し た 。  

議 案 第 １ 号 の 「 平 成 ３ １ 年 度 東 京 都 予 算 編 成 に 対 す る 要

望 （ 案 ）」 に つ い て は 、 各 部 会 で の 審 議 結 果 の 報 告 が あ り 、

承 認 さ れ ま し た 。 要 望 項 目 件 数 は 、 重 点 要 望 ５ ０ 件 、 一 般

要 望 ４ ８ 件 、 合 計 ９ ８ 件 と 昨 年 度 と 比 べ ５ 件 増 え ま し た 。  

あ わ せ て 、「 多 摩 地 域 に 対 す る 都 政 の 取 組 に 関 す る 要 望

（ 案 ）」 に つ い て も 承 認 さ れ ま し た 。  

な お 、 本 要 望 に つ い て は 、 ７ 月 ３ １ 日 に 副 知 事 及 び 各 局

あ て に 提 出 し 、私 は 、建 設 部 会 の 一 員 と し て 、産 業 労 働 局 、

都 市 整 備 局 及 び 建 設 局 へ 要 請 行 動 を 行 い ま し た 。  

議 案 第 ２ 号 の 「 平 成 ３ ０ 年 ７ 月 豪 雨 に よ る 被 災 都 市 へ の

見 舞 金 の 扱 い 」 に つ い て は 、 広 島 県 市 長 会 及 び 岡 山 県 市 長

会 に そ れ ぞ れ ２ ０ ０ 万 円 、 愛 媛 県 市 長 会 に １ ０ ０ 万 円 の 見

舞 金 を 出 す こ と が 承 認 さ れ ま し た 。  

議 案 第 ３ 号 の 「 平 成 ３ ０ 年 度 東 京 都 市 長 会 一 般 会 計 歳 入

歳 出 補 正 予 算（ 案 ）」に つ い て は 、議 案 第 ２ 号 で 承 認 さ れ た

見 舞 金 を 計 上 す る も の で 、 原 案 の と お り 承 認 さ れ ま し た 。  
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議 案 第 ４ 号 の「 各 種 審 議 会 委 員 等 の 推 せ ん 」に つ い て は 、

任 期 満 了 に 伴 う 委 員 等 の 推 薦 に つ い て 承 認 さ れ ま し た 。  

次 に 報 告 事 項 で す が 、「 都 に よ る ふ る さ と 納 税 制 度 の 活 用

に つ い て 再 考 を 求 め る 緊 急 申 入 れ 」 と し て 、 ７ 月 ２ ０ 日 に

東 京 都 町 村 会 と と も に 都 に 対 し て 緊 急 申 入 れ を 行 っ た と の

報 告 が あ り ま し た 。  

こ れ は 、６ 月 の 都 議 会 定 例 会 代 表 質 問 に お い て な さ れ た 、

「 オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク 施 設 の 建 設 に 当 た っ て 、

ふ る さ と 納 税 制 度 の 活 用 の 検 討 を 進 め る 」 旨 の 答 弁 が 、 ふ

る さ と 納 税 に つ い て の 都 の こ れ ま で の 考 え と 矛 盾 す る こ と

や 、 ふ る さ と 納 税 に よ る 影 響 が 急 激 に 拡 大 し て い る 市 町 村

の 窮 状 を 無 視 す る も の で あ る こ と か ら 、 ７ 月 １ ８ 日 開 催 の

役 員 会 に お い て 、 都 に 対 し 、 で き る 限 り 速 や か に 申 入 れ を

行 う こ と を 決 定 し 、 実 施 し た も の と の こ と で し た 。  

そ の ほ か 、報 告 事 項 等 と し て 、「 平 成 ３ ０ 年 ７ 月 豪 雨 に よ

る 被 災 都 市 へ の 人 的 支 援 」、「 会 長 専 決 処 分 」、「 平 成 ３ ０ 年

度 市 町 村 共 同 事 業 助 成 金 審 査 会 の 審 査 報 告 」、「 平 成 ２ ９ 年

度 オ ー ル 東 京 ６ ２ 市 区 町 村 共 同 事 業 『 み ど り 東 京 ・ 温 暖 化

防 止 プ ロ ジ ェ ク ト 』 の 実 績 報 告 」 に つ い て 報 告 さ れ 、 了 承

さ れ ま し た 。  

 

続 き ま し て 、 ８ 月 ２ ４ 日 に 開 催 さ れ た 平 成 ３ ０ 年 度 第 ４

回 東 京 都 市 長 会 に つ い て で す 。  

ま ず 、 東 京 都 等 か ら の 連 絡 事 項 ３ 件 に つ い て 報 告 い た し

ま す 。  

１ 件 目 は 、「 流 域 下 水 道 の 維 持 管 理 負 担 金 へ の 消 費 税 転

嫁 」 に つ い て で す 。  

流 域 下 水 道 の 維 持 管 理 負 担 金 に つ い て は 、 こ れ ま で 消 費
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税 の 導 入 や 税 率 改 定 の 際 に も 単 価 を 据 え 置 き 、 経 営 努 力 に

よ り 対 応 し て き た が 、 今 後 、 維 持 管 理 収 支 の 悪 化 等 が 見 込

ま れ る 中 、 消 費 税 率 １ ０ ％ へ の 引 き 上 げ を 見 据 え る と 、 消

費 増 税 分 を 転 嫁 せ ざ る を 得 な い 状 況 で あ る 。 そ の た め 、 平

成 ３ １ 年 １ ０ 月 か ら は 外 税 方 式 に 変 更 し 、 消 費 増 税 分 の 転

嫁 を し た い と の こ と で し た 。  

な お 、 今 後 は 、 下 水 道 法 に 基 づ く 市 町 村 へ の 意 見 照 会 等

を 経 て 、 平 成 ３ １ 年 ２ 月 の 都 議 会 定 例 会 に 提 案 し て い く 予

定 と の こ と で し た 。  

２ 件 目 は 、 オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク 準 備 局 及 び 生

活 文 化 局 か ら の 連 絡 事 項 で 、 主 な ２ 点 に つ い て ご 報 告 い た

し ま す 。  

１ 点 目 は 、 オ リ ン ピ ッ ク の 自 転 車 競 技 ロ ー ド レ ー ス の コ

ー ス の 決 定 に つ い て で す 。 ８ 月 ９ 日 に 組 織 委 員 会 か ら 武 蔵

野 の 森 公 園 を ス タ ー ト 会 場 と し 、多 摩 地 域 ８ 市 、神 奈 川 県 、

山 梨 県 、 静 岡 県 内 を 通 り 、 富 士 ス ピ ー ド ウ ェ イ で ゴ ー ル す

る コ ー ス が 公 表 さ れ た と の こ と で し た 。 既 に ご 案 内 の と お

り 、 本 市 も コ ー ス に 含 ま れ て お り 、 都 内 で は 最 長 の  

１ １ ． ８ ｋ ｍ を 走 行 す る こ と と な り ま し た 。  

２ 点 目 は 、都 市 ボ ラ ン テ ィ ア に つ い て で す 。東 京 2 0 2 0 大

会 で は 、 ３ 万 人 規 模 の 都 市 ボ ラ ン テ ィ ア の 活 動 を 予 定 し て

お り 、 こ の う ち ５ ， ０ ０ ０ 人 程 度 は 、 都 内 市 区 町 村 か ら の

推 薦 を 予 定 し て い る と の こ と で し た 。  

な お 、 具 体 的 な 推 薦 人 数 に つ い て は 、 今 後 都 か ら 上 限 を

示 す 予 定 と の こ と で し た 。  

こ の ほ か 、東 京 2 0 2 0 大 会 に 向 け て 都 が 行 う 文 化 プ ロ グ ラ

ム 「 T o k y o  T o k y o  F E S T I V A L」 の 概 要 や 組 織 委 員 会 が 行 う 文

化 プ ロ グ ラ ム 「 東 京 2 0 2 0  N I P P O N フ ェ ス テ ィ バ ル 」 の 概 要
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に つ い て 説 明 が あ り ま し た 。  

３ 件 目 は 、「 多 摩 振 興 事 業 の 実 績 報 告 2 0 1 7」 に つ い て で

す 。  

都 で は 、平 成 ２ ９ 年 ９ 月 に 策 定 し た「 多 摩 の 振 興 プ ラ ン 」

な ど に 基 づ き 、 各 種 の 多 摩 振 興 事 業 を 行 っ て お り 、  

２ ０ １ ７ 年 度 の 実 績 な ど を 「 多 摩 振 興 事 業 の 実 績 報 告  

２ ０ １ ７ 」 と し て 取 り ま と め た と の こ と で し た 。 な お 、 こ

の 中 に は 、都 営 諏 訪・和 田・東 寺 方・愛 宕 団 地 の 建 替 え や 、

南 多 摩 尾 根 幹 線 の 整 備 な ど が 記 述 さ れ て い ま す 。  

次 に 、議 案 審 議 事 項 と し て 、１ 件 の 審 議 が 行 わ れ ま し た 。  

議 案 第 １ 号 の「 各 種 審 議 会 委 員 等 の 推 せ ん 」に つ い て は 、

任 期 満 了 に 伴 う 委 員 等 の 推 薦 に つ い て 承 認 さ れ ま し た 。  

そ の ほ か 、報 告 事 項 等 と し て 、「 会 長 専 決 処 分 」、「 各 種 団

体 か ら の 要 請 」 に つ い て 報 告 さ れ 、 了 承 さ れ ま し た 。  

 

第 ２ 件 目 と し て 、「 生 活 保 護 基 準 引 下 げ 違 憲 処 分 取 消 等 請

求 訴 訟 の 提 起 」 に つ い て 、 ご 報 告 を 申 し 上 げ ま す 。  

本 件 訴 訟 は 、 国 、 東 京 都 、 本 市 を 含 む １ ０ 市 を 被 告 と し

て 、 多 摩 市 民 １ 人 を 含 む 被 保 護 者 で あ る 原 告 ら が 、 平 成  

２ ７ 年 厚 生 労 働 省 告 示 第 １ １ ７ 号 に よ る 生 活 保 護 基 準 の 引

下 げ が 違 憲 で あ る と し て 、 こ れ に 基 づ い て さ れ た 保 護 費 の

変 更 決 定 処 分 の 取 消 し と 、 慰 謝 料 の 請 求 を 求 め て 提 起 し た

も の で す 。  

こ の 訴 訟 で は 、 本 市 を 含 む 多 数 の 自 治 体 が 被 告 と さ れ て

い ま す が 、 国 の 定 め る 保 護 費 の 支 給 基 準 自 体 の 合 理 性 を 争

う 集 団 訴 訟 で あ る た め 、 今 後 は 国 が そ の 権 限 に 基 づ き 被 告

ら を 代 表 し て 、 訴 訟 を 進 行 す る こ と に な り ま す 。  
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第 ３ 件 目 と し て 、「 職 員 に よ る 損 害 賠 償 等 請 求 訴 訟 の 判

決 」 に つ い て 、 ご 報 告 を 申 し 上 げ ま す 。  

本 件 は 、 本 市 職 員 が 、 長 時 間 労 働 や 上 司 か ら の パ ワ ー ハ

ラ ス メ ン ト が 原 因 で 休 職 を 余 儀 な く さ れ た こ と に よ り 損 害

を 受 け た な ど と し て 、 本 市 と 元 上 司 の 職 員 に 対 し 、 そ の 損

害 の 賠 償 を 求 め る 訴 訟 を 提 起 し た も の で す 。  

第 一 審 及 び 第 二 審 に お い て 相 手 方 の 請 求 を 棄 却 す る 判 決

が 言 い 渡 さ れ 、 こ の 判 決 を 不 服 と し て 相 手 方 が 上 告 し た こ

と は 、 こ れ ま で ご 報 告 し た と お り で す 。  

こ の 訴 訟 に つ い て 、 平 成 ３ ０ 年 ８ 月 ２ ３ 日 に 最 高 裁 判 所

が 本 件 上 告 を 棄 却 す る 決 定 を し た 旨 の 調 書 が 市 に 送 達 さ れ

ま し た 。 こ れ に よ り 、 上 告 人 の 請 求 を 棄 却 し た 東 京 高 等 裁

判 所 の 判 決 が 確 定 し 、 こ の 事 件 に つ い て の 市 の 勝 訴 が 確 定

し ま し た の で 、 ご 報 告 い た し ま す 。  

 

以 上 、３ 件 を ご 報 告 申 し 上 げ 、市 長 行 政 報 告 と 致 し ま す 。  

 

（平成３０年第３回多摩市議会定例会） 


